
十和 田湖 資源対 策 調 査

【目 的】

秋田 ･青森両県は､十和田湖のヒメマス資源の安定化

を図ることを目的として1960年に十和田湖ふ化場協議会

を発足させ､'67年から'85年まで資源対策事業調査を行っ

た｡同協議会は'85年で廃止となったが､'86年以降も両県

共同でヒメマスに関する調査を実施している｡

'99年には本県の担当分としてヒメマスの標識放流､餌

料生物 (プランクトン)､ヒメマス､ワカサギ等の消化管

内容物､魚病対策の各調査を実施 した｡また､青森県は､

tflメマス､ワカサギの資源状況等に関する調査を担当し

た｡また､現行のプランクトン採集深度の適格性につい

て検討するため､従来よりも深い水深帯までのプランク

トン調査も餌料生物調査と並行 して実施した｡

【標識放流試験】

1.日 的

放流魚の一部に標識を施 し漁獲魚の年齢を正確に把

握することにより､資源評価､成長等の検討資料とす

ることを目的とする｡

2.内 容

池中養成したヒメマス幼魚を5,000倍希釈のフェノキ

シエタノールで麻酔 し､脂鰭及び左腹鰭を切除する標

識を施 した｡ 標識作業は2000年 7月3-7日に行い､

7月13日に約56,800個体を無標識個体約982,200個体と

ともに放流した｡標識率は約5.5%であった｡

水 谷 寿

後､適度に希釈 し生物顕微鏡を用いて検鏡した｡動物

プランクトンについては､出現種毎に個体数の計数を

行い､植物プランクトンについては､主な種の出現状

況を観察し､相対豊度をC-R法で示した｡

なお､単位渡水量当りのプランクトン出現量は､北

原式ネットの開口面積を500cd､渡過係数を1.0として算

出した｡

また､プランクトンの分類は､主に ｢日本淡水プラ

ンクトン図鑑｣(保育社､1964)､｢日本淡水動物プラン

クトン検索図説｣(東海大学出版会､1991)及び ｢日本

淡水藻類図鑑｣(内田老鶴圃新社､1977)に依拠した｡

【餌料生物調査 (プランクトン調査)】

1.日 的

ヒメマス及び近年急増 したワカサギの主要餌料はプランク

トンであることから､その出現種と出現量の消長を把握 し､湖内の生産力判断ひいては資源評価の基

礎資料にするとともに､環境変化

の検討資料とすることを目的とする｡2.方 法図 1に示す10

定点でプランクトンの16m鉛直びき採集を､また､70m鉛直びき採集をst.5､St.6､及びs

t.10の3定点で行った｡調査は､2000年

6月20及び21日を春季､8月23日を夏季､10月1

7日を秋季として3回実施 し､あわせて表面水温と透明度

(セッキー板使用)の観測も実施 した｡プランクトンの採

集は､北原式定量ネット (NXX-13)を用いて行い､

得られた試料は､現場で5%程度の濃度のホルマリンで固定 した

｡固定 した試料は､沈澱管に入れて24時間沈澱量を測定
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心及びその西側が多く､最も多かったst.3では最も

少なかったst.9の約6倍もの個体数が計数されたこ

とも特徴的であった｡
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90Year図2 コシブトカメノコウワムシ個体

数密度の経年変化(2)その他のワム

シ綱プランクトンミツウデワムシ (FiliniaterTninal

is)は主に夏季から秋季にかけて出現していた種であ

るが､'93年以降は春季から夏季にかけて比較的

多く出現する傾向が認められていた｡'97年には秋季に､

'98年には夏季に比較的多く､'99年には夏季に､20

00年には春季に湖内全域において著 しく多い個体

数を確認し､特に深い層ではこの傾向が顕著であった｡

一方､'89年以前にはごく少数のみ確認されてい

る種であったハネウデワムシ (Polyarthrauulgaris)は

､'92年以降､夏季及び秋季において分布域の拡

大と個体数の増加が認められており､'97年は前述の

ミツウデワムシと交代するように春季と夏季にほぼ

全点で比較的多く認められたが､'98年以降は秋季に比較的多

く出現した｡これらの他には､被甲を持たな

い小型のワムシ類を少数確認した程度で､'99年の春季

に70mびさで高密度 に出現 したカメノコウワムシ (Ke

T･atellacochlearis)も確

認できなかった｡(3)ハリナガミジンコ (Daphnia longispi

na)(図3)本種は比較的大型のプランクト

ンで､特に夏季から秋季にかけてのヒメマスの主要

な餌料であり､後述するヤマヒゲナガケンミジンコ

の出現水準の低い近年では､ヒメマスの資源状況を

左右する重要な種となっている｡その出現個体数は'8

1年をピークに激減し､'89年に一旦回復してからは

低水準で増減を繰り返す不安定な出現状況を示し､'9

2年以降は､春季及び夏季にはほとんど確認 され

ず､出現するのは秋季だけという状態が続いていた｡ '96

年､'97年の秋季には湖内全域で高水準の出現

個体数を確認 したが､.'97年秋季以降徐々に減少し､'9

9年以降は全李を通 じてほとんど確認できない状態

が続いている｡ただし､2000年の秋季にはごく少数ながら多くの定点

で確認された｡
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ut-243- 図3 ハリナガミジンコ個体

数密度の経年変化

(4)ゾウミジンコ (Bosminalongirost ris )(

図4)ヒメマスは餌料としてほ

とんど利用 しない小型の枝角類で､主に夏季に大量に出現する｡

本種は'86年以降に急増した種であるが､'8

9年に一旦減少したあと'90年に近年の最大値を示してからは､

増減しながらもやや減少する傾向にある｡秋季に出

現個体数の極大値を示したのは'89年と'98年のみであ

ったが､'99年も春､夏､秋と個体数が増加 し､秋季には'90年夏季に次いで2

番目の出現個体数を示し､秋季としては過去最大の

密度であった｡2000年にも'99年とまったく同

じ傾向で出現し､春､夏､秋と個体数が増加 した｡ その出現個体

数は､春季は同李としてはこれまでで3番目に多く､秋

季は同じく2番目に多いという高い水準であった｡70



たが､秋季には平年値を下回る水準に減少した｡'99

年には春季に少数ながらほぼ全点で確認された後､

2000年秋季までほとんど出現しない状況が続いてい

る｡

また､従来､本調査により確認されるカイアシ類

のほとんどは本種であったが､'96年秋季と'97年春季

にはオナガケンミジンコ (Cyclopsuicinus)を､定

点によってはヤマヒゲナガケンミジンコよりも大量

に確認した｡その後はヤマヒゲナガケンミジンコの

増加と共に少なくなり､'98年以降はごく稀に認めら

れる程度となっているが､2000年の場合､同種と思

われる幼生も含めると個体数はヤマヒゲナガケンミ

ジンコよりも多く､特に深い層では少数ながら周年､

全点で認められた｡
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90Year図5 ヤマヒゲナガケンミジンコ個体

数密度の経年変化(7)カイアシ

類の幼生 (図6)'83年をピークにして'86年まで

急激に減少し､それ以降は極めて低水準で推移していた

｡'96年秋季には同李としては'81年以降で最高の出現

量を示し､'97年にも仝李を通じてほぼ全点で出

現､特に夏季及び秋季の出現個体数は近年の平均値

を上回る高い水準となった｡その傾向は'98年に入っ

ても継続し特に夏季には近年では'83年に次ぐ高水準

の出現個体数を示したが､それ以降はほぼ湖内全域

で常に確認されるものの個体数が大幅に減少している｡

2000年にもこの傾向は継続したが､秋季は平年値をやや下回る個

体数であった｡oo/LU
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Year図6 カイアシ類幼生個体数密度の経年変化 00 (8)

24時間沈澱量 (図7)黄緑色藻綱の植物プラ

ンク トン､ トリボネマ属(Tribonemasp.)が優占していた

'92年～'95年には沈澱量の極大値は春季に示

され沈澱量の絶対量も多い傾向にあったが､'96年及び'

97年はハリナガミジンコやヤマヒゲナガケンミジ

ンコなどの大型動物プランクトンの個体数が多かっ

たことから夏季及び秋季の沈澱量が比較的多く､特

に秋季の沈澱量はいずれの年も近年の平均値を超えていた｡

'98年には'94年以来4年ぶ りに春季の沈澱量

が極大値を示し､その量は'81年以降で最も多いもの

であったが､その原因は黄色鞭毛藻綱ウログレナ属 (Urogle

nasp.)と思われる植物プランクトンが多かった

ことと思われる｡'99年及び2000年はゾウミジン

ンコ､コシブトカメノコ7
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図8水

深別水温測定結果に関しては､植物プランクトンも

原生動物も発生水準はそれほど高くなかったことか

ら､透明度を低下させた原因につい

ては不明である｡【消化管内容物調

査】1.日 的餌料の種類や量は､生物の成長及

び生残に直接関与する重要な資源変動要因である｡ そ

こで､ヒメマス､ワカサギ､イトヨ等の消化管内容物

を調査し､摂餌生態､餌料環境を把握することを目的とする

｡2.方 法青森県内水面水産試験場が資源調

査のためさし網で採捕 した､ヒメマス､ワカサギ､イトヨ､サクラマス

-245- 250
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-99年の平均値等のうち､当該調査用としてホルマ

リン固定した消化管 (主に胃部)を試料として､胃内

容重量､出現種及び出現種の容積比の分析を行った｡

今年度の試料は､2000年4月27日､6月21日､8月24日､

10月19日に採集したものである｡ また､十和田湖

増殖漁協理事の相川民らが4月から8月にさし網やふ

くべ網などで漁獲したヒメマス､ワカサギ等 (以下､

漁獲魚とする)の一部についても調査 した｡なお､調

査用のさし網は通常午後に設置し翌日の午前中には揚網す

るが､10月の調査時には荒天のため翌日に揚網で

きず2日目の午前中に揚網す

ることとなった｡表及び図中の胃内容組成比率は､

それぞれの個体の胃内容重量に胃内容物の種類別容積比



査区 (魚種､採捕日､採捕漁具､体重等で区分)ごと

に合計したものを百分率であらわした｡

胃内容重量は､従来の方法に従い､未処理の胃重量

と内容物を取り出した後の空胃重量との差から求め､

摂餌率 (胃内容重量/体重×100)を算出した｡なお､

便宜上クモ類については陸生昆虫として扱った｡

3.結 果

(1)ヒメマス

表2に各体重区分毎の胃内容物集計結果を､表3

に餌料種類毎の捕食率 (ある餌料生物を捕食してい

た対象魚の個体数/何等かの生物を捕食していた個

体数×100)を､図9に胃内容物組成をそれぞれ示す｡

以下に各体重区毎の結果を記す｡

<体重30g未満>

合計11個体の試料はすべて漁獲魚で､探捕方法は7

月のふくべ網による1個体 (空胃であった)を除い

てさし網である｡

6月の試料の2個体は､いずれも体重が10gに満

たない小型のもので､それぞれオナガケンミジンコ､

ゾウミジンコを優占的に捕食していた｡ただし､前

者に比較して後者のゾウミジンコの重量はごくわず

かであった｡

7月はオナガケンミジンコを主体としたプランク

トンが倭占し､陸生昆虫やユスリカ類の幼虫がそれ

に混じるといった状態であった｡ただし､6月の2個

体とは異なり､オナガケンミジンコとゾウミジンコ

の両方を複合的に摂餌していたほか､空胃率が40%

とやや高かった｡

8月も摂餌傾向は7月と同様であった｡

<体重30g以上60g未満>

6月から10月までの合計14個体の試料を得たが､

7､8､10月は各 1個体でほとんどは6月の試料で

ある｡
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田昆虫消化物ES陸生昆虫日ユスリ

カ(幼虫)Ⅶフ■ランクトン消化物EZlオナカ

'ヶンミ･/ンコ田1J'ウミシ̀ンコ6

月 7月 8月図9-1 ヒメマスの胃

内容物組成 (30g未満)6月は､オナガケンミ

ジンコを主体にプランクトンが優占していた1個体

と､ユスリカ類の成虫のみを摂餌していた1個体を除く

すべてがほとんど陸生昆虫のみを摂餌しており､個体によってはそれにユスリカ類の成虫が混じるといった状態であった｡7月
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100%80160%40%

20ヽ0ヽの1個体は空胃で､8月の

1個体もユスリカのさなぎが 1個体だけという空胃に近い状態であった｡10

月は長時間網にかかっていたと思われ消化の進んだ

ものがほとんどであったが､判別できるも

のではゾウミジンコが多

かった｡N=9 N=1
N=1 ロその他Ea

不明消化物El陸生昆虫EEl

ユスリh(成虫)E]ユスリカ(さなぎ)E

gオナカ̀ヶンミシ̀ンコ四シカクミン'ンコ類

6月8月 10月

図9-2ヒメマスの胃 内容物組成 (30-60g)

<



図9-4 ヒメマスの胃内容物組成 (150～300g)

た 1個体以外はほとんどユスリカ類のさなぎを専食

している状態であった。空胃率は23。 1%と 特に高くは

なかったが、摂餌率は低めであった。

100%

かった。その他には、ユスリカ類のさなぎのみを摂

餌していた個体、ワカサギ卵が優占していた個体が

いた。

8月 も10個体の試料を得たが空胃個体は60%で 4

月、 6月 に比較してやや高くなつた。摂餌個体 4個

体中2個体についてはこれまで同様にゾウミジンコ

が優占していたが、残りの2個体の胃内容物はそれ

ぞれハゼ科魚類と思われる消化物、昆虫様の消化物

のみであつた。なお、4月 から8月 の、水生昆虫や

魚類といったプランクトンよりも大型の生物を捕食

しているワカサギが、プランクトンを主餌料として

いたワカサギよりも大型とは言えず、少なくとも今

回の試料に関する限り大型の個体がより大型の餌料

を捕食するというような傾向は認められない。

10月 は9個体の試料を得て、空胃率は66。7%と 8月

よりもさらに高くなった。胃内容物はいずれの個体

についてもゾウミジンコのみであつた。

口魚類消化物

日昆虫消化物

□水生昆虫

ロユスリカ(さなぎ)

ロユスリカ(幼 虫)
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・
ランクトン消化物

国オナカ
゛
ケンミシ
゛
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図10 ワカサギの胃内容物組成

(3)サ クラマス

表 6に調査結果を、表7に餌料種類毎の捕食率を、

図Hに 胃内容物組成をそれぞれ示す。

8月 と10月 に合計 9個体の試料を得た。

8月 の5個体は大型の個体で、 1個体は全長60nlm

程度のワカサギを6個体摂餌しており、 1個体から

は種は不明であるが魚類の骨の一部を確認した。残

りの3個体は空胃であった。

10月 の試料は比較的小型のものが4個体で、2個

体は空胃であった。他の2個体はワカサギをそれぞ

れ2個体ずつ捕食していた。

旧 詢|

6月 8月

8月

図9-5 ヒメマスの胃内容物組成 (300g以上)

(2)ワ カサギ

表4に体重区分ごとの胃内容物集計結果を、表5に

餌料種類毎の捕食率を、図10に 胃内容物組成をそれ

ぞれ示す。

4月 からlo月 までにふくべ網による漁獲魚を含む

合計47個体の試料を得た。

4月 26日 の8個体の試料は大川岱の集荷場で得た

漁獲魚で、5イ固体が摂餌していた。そのうち4個体の

胃内容物のほとんどはゾウミジンコが占めており、

それに若干のオナガケンミジンコが混在するといっ

た状態であった。もう1個体の胃内容物も種は判別

できなかったがプランクトン様の消化物のみで、す

べての摂餌個体の胃内容物はプランクトンのみであ

った。

4月 27日 の10個体は試験さし網で採捕されたもの

である。摂餌イ固体 6個体中2個体はゾウミジンコが

主体、 1個体はオナガケンミジンコが主体、 1個体

はプランクトン様の消化物が主体と、4月 26日 の漁

獲魚と同様の摂餌傾向も見られたが、オナシカワゲ

ラ属の 1種の幼虫のみを摂餌している個体や、魚類

以外の生物のものと思われる卵などその他のものを

摂餌している個体も存在し、漁獲魚よりも餌料種類

は多様であった。

6月 も10個体の試料を得て、摂餌個体は6個体で

あった。そのうち3個体ではゾウミジンコが優占し、

1個体ではオナガケンミジンコのみと、4月 の試料

と同様にプランクトンを主餌料としている個体が多

8月            10月

図11 サクラマスの胃内容物組成

トヨ

表 8に調査結果を、表10に餌料種類毎の捕食率を、
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゛
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図12に胃内容物組成をそれぞれ示す｡

4月と8月に合計6個体の試料を得た｡

4月の試料は1個体のみで､その胃内容物は昆虫

様の消化物が大半を占めてはいたが､オナガケンミ

ジンコやユスリカ類のさなぎなど各種の生物を摂餌

していた｡

8月の試料は5個体で､うち2個体が空胃であっ

た｡摂餌していた3個体については摂餌傾向が異な

っており､倭占していたものはそれぞれプランク ト
ン様の消化物､ゾウミジンコ､何かの生物の一部と
思われるセロハンのひも状のものであった｡
N=1 N=3

4月

(5)イ

ワナ100%
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!由不明消化物田
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さなぎ)t)ブランクト

ン消化物田オナがヶ
ンミシ'ンコEyj

'ケミゾンコ8月

図12 イトヨの胃内容物組成

N=2

aiBL++++++++1TVITH

8月図13 イワナの胃内容物組成

表11に調査結果､表10に餌料種類毎の捕食率をそ

れぞれ示す｡8月に試験さし網により採挿され

た2個体で､一方からはワカサギを数個体､もう一

方からは砂粒でできた筒巣に入ったままのホソバトビケ

ラの幼虫を2個体と魚類の骨の一部を確認した｡(6)ヌマチチプ

表12に調査結果､表10に餌料種類毎の捕食率をそ

れぞれ示す｡8月2個体の試料を得た｡その

いずれも摂餌個体であったが､一方の胃内容物はユ

スリカ類の成虫が1個体のみで空胃に近い状態であっ

た｡もう1個体は､2個体のモノアラガイ科の1種が倭占

し､他にモ

ンカゲロウ属の1種の幼虫､植物片も摂餌していた｡

(7)総 括2000年は調査用のさし網による採

捕個体数が全般的に少なかったため､胃内容物調査用の試料も少な
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8月図14 ヌマチチ

ブの胃内容物組成かった｡さらに､採捕されたヒ

メマスの体重組成に偏りが見られたため､サイズご

と､体重区分ごとの摂餌生態を正確に把握できたとは言

いにくい｡しかし､前述のとおり､今期の十和田湖

は'99年に引き続きハリナガミジンコ､ヤマヒゲ

ナガケンミジンコなどの大型動物プランクトンの発

生量が少なく､ヒメマスにとって厳しい餌科環境で

あったことは少ない試料からも明らかである｡区分

によっては試料が1個体のみといった場合もあるため､

全体的な傾向は述べにくいが､30g未満のヒメ

マスは春季､夏季ともにゾウミジンコ､オナガケン

ミジンコといったプランクトンを主餌料とし､それよ

りも大型の個体は6月には陸生昆虫を､8月には

ユスリカ類のさなぎを主餌料としていることがうか

がえた｡ただし､個体によっては稚魚を含むワカサギ

を摂餌する個体もおり､今期に限ってはそのような個体は1個体

の例外(体重334.4gの個体､8月)を除き､すべて1

00g前級 (71.0-125.2g)の個体に限

られていたことは興味深い｡また､大型の個体から

比較的高い頻度で確認されるヨコエビ類は､今期は

まったく確認できなかった｡これまで湖水中の出現

個体数が多い場合でもゾウミジンコのみを選択的に捕食した

と思われる個体は'99年6月の1個体 (体重40.2g

)しか確認していなかったが､今期も6月に1個体 (体重8

.3g)と10月に1個体 (体重30.9g)を確

認し､さらにオナガケンミジンコと複合的に捕食され

ている例は多数の個体で確認した｡このことから体

重がおよそ40gまでの小型の個体であればヒメマ

スもゾウミジンコを捕食することができ､実際にそ

れらを利用する個体も現れてきた､即ち､摂餌生繁

が変化してきた可能性がある｡このことは､これまで個体数

のそれほど多くなかったオナガケンミジンコについ

てもあてはまる｡しかしながら､今期の調査で

確認された餌科生物はいずれも二次的な餌料と推察

され､実際に摂餌率も概して低めであったことから､今後もこ



【魚病対策】

蓄養中のヒメマス幼魚60個体について､改変サイ トフ

アガ寒天培地による冷水病原因細菌の分離 (腎臓組織を

接種)､RTG-2細胞 (腎臓組織接種)の細胞病変効果

(CPE)観察によるヘルペスウイルス等の検査､腎臓組

織塗抹標本の間接蛍光抗体法によるBKD (細菌性腎臓

柄)検査をそれぞれ実施 した｡ 7月4日に検査 した供試

魚は､平均尾叉長56m､平均体重1.5gで､検査を実施 し

たすべての魚病について陰性であった｡

十和田湖増殖漁協が採捕 した回帰親魚の雌30個体及び

雄10個体について､10月25日に幼魚と同様の手法により

BKD､冷水病､ヘルペスウイルス感染症の診断を実施

した｡供試魚は平均尾叉長262m､平均体重184gであっ

た｡検査の結果､ヘルペスウイルス感染症ではすべて陰

性であったが､外見及び剖検では病状は観察されなかっ

たものの､BKDについては6個体が陽性､冷水病につ

いても6個体が陽性と診断された｡なお､冷水病及びB

KDのそれぞれの保菌魚6個体は同一個体ではなく､いず

れもどちらか一方の保菌魚であった｡

【深度別プランクトン調査】

1.日 的

現行の餌料生物調査方法は前述 (Ⅱ.1.)のとおり

で､'81年以降変更 していない｡また､ほぼ同様の調査

は'78-'80年にも実施されている｡ これらによる調査

結果は､消化管内容物調査や魚体測定 (青森県内水面

水産試験場が担当)などの他の調査結果と比較 しても

不自然な部分もなく､動物プランクトン発生水準の変

動については問題なくモニターできているものと思わ

れる｡しかし､十和田湖では水温躍層が10-20mの水

深帯に形成される場合が多いこと､近年の透明度が5

-15m程度であるため補償深度は10-30mと推察され

ることなどから､現在10定点と最も高い額度で採集 し

ている16m以浅という水深帯の調査では､実際に分布

しているプランクトンの現存量や種組成を把握 しきれ

ていない危険性がある｡ そこで､プランクトンの出現

状況をより正確に把握するためにはどの水深帯から採

集するのが適切か､また､その解析結果が従来の方法

と比較 してどの程度異なるかについて検討することを

目的として昨年度に引き続き調査を実施した｡

2.方 法

水深30mから水面までの鉛直びさによる採集を10定

点で､水深40mから水面までの鉛直びきによる採集を

図1に示すst.5､6､10の3定点で実施し､例年と同

様に実施 した採集結果との比較を行った｡調査は､採

集水深以外は､すべて従来の餌料生物調査と同様に行

った｡ただし､水深が30mあるいは40mに達 しない定

点に関しては､できるだけ深い層から採集することと

した｡なお､採集は同一船上からほぼ同時に並行 して

行った｡また､本調査に関しては､動物プランクトン

についてのみ査定と計数を行った｡

3.結 果

調査回､定点ごとに各水深から採集されたプランク

トンの個体数 (試料の50分の 1の容積中に計数された

個体数)と､その比較結果 (百分率による)､同じく24

時間沈殿量と確認個体数の比較結果を表14-16に示す｡

全体的に16mびさで採集されたプランクトンの個体数

は､より深い層から採集された個体数よりも少ないと

いう傾向があり､特に夏期にその傾向が強いことが認

められた｡ しかし､種類や定点､時期によっては16m

からの採集個体数が最も多い場合もあり､特に70mや

40mからひいた場合には､16mや30mからひいた場合

に比べて採集個体数が少なくなる例も多 く､深い水深

帯からひくほど採集個体数が多くなるとはいえなかっ

た｡従って､より深い層から採集 した方が湖内全体の

状況を把握 Lやすいとはいいにくい結果となった｡ま

た､昨年度に引き続き､本調査において最も捕捉する

必要があるハリナガミジンコなどの大型動物プランク

トンの出現水準が低かったため､それらの採集水深帯

の違いによる採集結果の違いについて検討することが

できなかった｡

以上のことから､従来の手法である16m層からの鉛

直びきではプランクトンの出現状況を捕捉 し切れてい

ない可能性は示唆されるものの､どの水深帯から採集

するべきかという答えを導 くに足るデータは得られな

かった｡

【十和田湖の魚類相について】

1.日的 ･方法

十和田湖では､様々な調査が行われているが､魚類

に関してはヒメマスを対象にした調査が主であり他の

魚類､特に漁獲対象となっていない種に関する報告は

それほど多 くない｡また､過去の記録や情報と比較 し

てみても､明らかに個体群動態が変わっていると思わ

れる例 も認められる｡そこで､現在の十和田湖の魚類

相とそれぞれの種の生息状況などについて記録として

とどめてお くことを目的として､これまでの主として

試験さし網とふ くべ網による調査によって得られた情

報と十和田湖増殖漁協から提供された情報をもとに考

察を加えて記述する｡

2.結 果

十和田湖において放流､または採捕された記録のあ

る魚類を表17に示す｡

十和田湖が現在の地形となったのはおよそ2000年前

とされてお り､その歴史の浅さから魚類が自然分布 し

ていた可能性は極めて低いと考えられ､すべてが移入
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種と推察される｡1800年代から今日に至るまでに､現

在では種を確定できないものも含めて34種類の魚類が

放流または確認されているが､1992年から2000年まで

の間に資源対策調査等により確認した魚類は7科17種

または亜種で､そのうちの5種 (イトウ､ブラウント

ラウト､アプラハヤ､タイリクバラタナゴ､オオクチ

バス)は偶発種と考えられ､残る12種が湖内で常に確

認できる魚類である｡ 第5種共同漁業権の内容魚種と

して種苗放流が行われているのはサクラマス､ヒメマ

ス､コイ､ギンブナ (フナと記載されているが実際に

放流されているのは本種である)の4種である｡ また､

漁業者からの聞き取 り情報では稀にウグイも漁獲され

る場合があるとのことであり､ウグイは国内でも極め

て広範囲に分布している魚種であるため､十和田湖に

も移殖されている可能性は高いが､魚体の確認はでき

ていない｡このほかには過去に採捕されているという

ことと､少ないとはいえ生息できそうな流入河川が存

在することから､特に流入河川の上流部においてはカ

ジカの分布も否定できない｡従って､2000年現在の十

和田湖に確実に生息している魚種はワカサギ､イワナ､

サクラマス､ヒメマス､コイ､ギンブナ､ ドジョウ､

イトヨ､イバラトミヨ､ヌマチチブ､ウキゴリ､ジュ

ズカケハゼの12種で､多くてもそれらにウグイを加え

た13種またはさらにカジカを加えた14種と推察される｡

ただし､ウグイとカジカについては近縁の例えばエゾ

ウグイやハナカジカなどである可能性が､ヤマメ､ア

マゴ､ベニザケなどについてはサクラマスやヒメマス

に遺伝子として残されている可能性はある｡

以下に主要な魚種について知見を述べる｡

<ワカサギ>

1925年に放流された記録がある｡ その後まったく

確認されていなかったが､1982年以降急激に個体数

が増加し1989年には約110トンの漁獲量を記録した｡

この頃には個体数が多かったばかりではなく魚体も

大型で､体長120mm以上の個体も普通に漁獲されてい

た｡

<イワナ>

湖内で認められるイワナ類は着色斑点の認められ

るニッコウイワナタイプと､白点のみが認められる

エゾイワナタイプの両方が認められる｡ 前述のとお

りイワナ類も移殖種と考えられるうえ､放流記録に

はイワナとアメマスという二つの呼称が残されてい

ること､イワナ類の分類については研究者により意

見が異なることなどから､現在どのような系統のイ

ワナ類が定着しているのか､あるいは複数の系統の

イワナ類が混在しているのかといったことについて

は明らかではない｡そこで､この報告では単にイワ

ナと標記するにとどめ､タイプあるいは亜種までは
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言及しない｡

後述するサクラマスと同様に湖沼型となり､現在

は種苗放流はまったく行われていないことからすべ

て天然再生産したものと考えられ､生息する個体数

は多くないものの時折大型の個体も採捕される｡

<サクラマス>

1980年代頃まではヒメマスを食害する害魚として

扱われていたが､漁業権の更新を機会に1993年以降

は内容魚種として追加され､毎年1万尾前後の種苗

放流が行われている｡ 湖内で生涯を過ごす湖沼型で､

かつては体重が8kgに達するような大型個体も漁獲さ

れたと聞くが､近年はそれほど大型の個体は認めら

れない｡とはいえ､数kgの個体も珍しくなく､遊漁

対象種や食用種として珍重される｡

<ヒメマス>

1903年に支第湖からの種苗が初めて移殖された｡

十和田湖の最も重要な漁獲対象種として､毎年種苗

が放流されているほか､秋田､青森両県の内水面漁

業調整規則や漁業行使規則などで禁漁期間､禁漁区

域を設定するなどして､資源の維持､管理に努めて

いる｡ 日本国内における自然分布域は北海道の阿寒

湖とチミケップ湖の2箇所のみで､移植により10以上

の湖沼に生息するとされてし.-るが､これらの中でも

十和田湖は最高水準のヒメマス漁場となっている｡

回帰親魚数が非常に多かった1998年には十和田湖に

流入する多くの河川でヒメマスが遡上する様子が観

察されるなど､潜在的には天然再生産が可能な状況

にあると思われ､実際に湖岸において産卵床が確認

された例もあるが､ふ化場前に回帰してくる親魚は

ほぼ全量を漁協によって採捕され人工種苗生産に供

されるため､湖内のヒメマスのほとんどは放流種苗

に由来すると考えられる｡:このことは､種苗放流が

行われる前には､ワカサギ採捕用のふくべ網にヒメ

マスの当歳魚が入網する例が極めて稀であることか

らも裏付けられる｡また､6月頃には湖岸沿いを回

遊する場合が多 く､年によってはそれらがふ化場放

水路付近に蛸集したり奥入瀬川へ大量に降下したり

する現象が観察され､これらは海へ降ろうとする行

動と推察される｡ 大型動物プランクトンの発生水準

が低 く湖内に餌料生物が乏しい時に､このような行

動が認められることが多い｡

<コ イ>

夏期のヒメマスが禁漁となる時期の漁獲 ･遊漁対

象種として種苗放流が行われており､湖岸を中心と

して分布し生息個体数は少なくない｡ただし､6-

7月には生殖腺の発達した個体が採捕されることや､

同じ頃湖岸のごく浅い場所まで群で接岸する様子が

観察されることから､湖内で産卵 している可能性は



あるものの､卵あるいは仔稚魚が確認された例はな

く､湖内での天然再生産については不明である｡

<ギンブナ>

内容魚種はフナとなっているが､湖内で普通に確

認されるのはギンブナで､放流されているのもこれ

である｡ これもコイとともに接岸したり､流入河川

に遡上したりする様子が観察されており､湖内で再

生産している可能性はあるが､やはり､卵や仔稚魚

は確認されていない｡近年､ゲンゴロウブナの確認

例が報告されており､コイやギンブナの種苗に混入

していた可能性は十分に考えられるが､試験刺 し網

等では確認しておらず､偶発的なものかあるいは極

めて個体数が少ないものと推察される｡なお､十和

田湖のギンブナには雌雄の両方が認められる｡

<ドジョウ>

1975年に採捕記録があるほか､多くはないがふく

べ網でも時折漁獲される｡

<イトヨ>

1979年に採捕記録があるほか､現在でも湖岸部に

おいてごく普通に認められ､1990年前後にも比較的

沖合においても普通に認められるほど個体数が多か

った｡また､本種としてはかなり大型の個体が多く､

体長10mを超える個体も珍しくなかった｡もう一つ

の十和田湖における本種の特徴は､条虫の1種に寄

生されている個体の割合が非常に高いことである｡

<イバラトミヨ>

湖岸付近の抽水植物帯を中心に認められるが､イ

トヨに比較すると生息範囲は狭く個体数もそれほど

多くはないと思われる｡

<ハゼ科魚類>

湖内で認められるハゼ科魚類はヌマチチブ､ウキ

ゴリ､ジュズカケハゼの3種で､このほかに過去には

ヨシノポリの採捕記録はあるが現在は認められず､

その種名も走かではない｡これらは3種はほとんど

が湖岸付近に生息しているものと推察され､現在最

も個体数の多い種はヌマチチブである｡ウキゴリも

ごく普通に認められるが､ジュズカケハゼはこれら

2種に比較すると個体数はかなり少ない｡なお､十

和田湖で採捕された魚類としてチチブの名前が挙げ

られている場合があるが､ヌマチチブが記載される

前の記録､あるいはヌマチチブを誤査定したものと

思われる｡

<その他>

近年になりイトウ､ブラウントラウト､オオクチ

バスなど明らかに人為的に持ち込まれたと思われる

魚種が相次いで確認されている｡これら3種につい

ては､現状では再生産しているとは考えにくいが､

ある程度以上の個体数が放流されれば再生産する可

-251-

能性は高く､いずれも大型に成長する肉食魚である｡

オオクチバスは各地で密放流が繰り返され問題とな

っており､水域によっては容易に多数を活魚として

採捕できるし､イトウ､ブラウントラウトなどは近

辺の遊漁施設 (釣堀)にも導入されており､十和田

湖に持ち込むことは容易な状況にある｡ また､これ

らはいずれも遊漁対象種として人気がある｡従って､

これらが移殖され繁殖すれば､ワカサギの繁殖によ

り不安定となっている生物相がさらに撹乱されるほ

か､禁漁期間中に遊漁が行われる､遊漁料の不払い

などの､ヒメマス資源の管理を第一の目的として設

定されている遊漁規則に違反する行為が横行するこ

とが懸念される｡



表1-1 プランクトン調査結果 調査年月日 2000年6月20日 (St.1-3,10)及び21日 (St.4-9)

<16m鉛直びき> <70m鉛直びき>

I
252-

調査定点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均16.2調査時刻 13:34 13:19 13:04 10:30 10:00 9:40 9:25 9:15 9:00 16:40表面水温 (℃) 14.4 11.9 11.6 18.1 18.6 17.3 17.3 18.0 17.

1 17.3透明度 (m) 6.2 4.7 4.6 6.2 6.3 6.2 6.8 6.1 6.3

6.7 6.0沈澱量 (ml/nf) 0.50 0.50 0.25 0.50 0.75 0.50 0.50 0.25 0.5

0 0.75 0.50動物プランクトン(個体A/1)ZooPlankton(lnds.1-1)イケツノオビムシ CeratiumhiT.undinella b.38 0.19 0.00 0.19 0.69 0.13 0.50 0.19
1.56 0.25 0.41コシフ●佃メノコウワムシ Keratellaquadrata 6.88 6.38 1.255.50 7.31 6.9 4 6.38 4

.69 3.50 6.81 5.56ミツウデワムシ Filiniaterminalis 3̀75 3.44 0.31 1.44 2.63 2.19 3.

00 4.13 2.00 1.31 2.42その他のワムシ類 otherRotifer 0.13 0.鵬 0.00 0.31 0.06 0 .25

0.06 0.(X)0.00 0.00 0.09ゾウミシサンコ BosminalongtTlOStris 12.44 7.88 0.5012.81 10.63 3

.38 6.81 1.25 6.13 21.(刀 8.28オナがケンミジンコ Cyclopsuicinus 0.(X)0.(X) 0.00 0.00 0.0
6 0.00 0.(X) 0.00 0.(X)0.00 0.01カイアシ類幼生 cope.laⅣae 0.31 0.25 0.19 0

.19 0.25 0.13 0.19 0.13 0.鵬 0.31 0.20植物プランクトン PhytoPlankton藍藻綱 cYANOPHYCEAEユレモ属 OscillatoT.iasp.一黄緑色藻綱 XANTHOPHYCEAEトリJlfネマ属 Trib
onemaspp. n● n■cc cc c ce cc cc cc cc c cc珪藻綱 BACⅠLLARⅠOPHYCEAE

メロシテ属 Melosiraspp. rr rr rr n● n

● n● n● rr対がタケイソウ属 TabellaT.iaspp. n● rrオ

ビケイソウ属 Fr呼illaT.iaspp. CC CC n● r C CC CC CC CC rホげ タケイソウ属 Asterionellaspp. CC CC CC CC CC CC CC CC CC C

CハT)ケイソウ属 Synedraspp.

CC CC CC CC CC CC CC CC CC CCアけンテス属 A

chnanthesspp. ǹハネケイソウ属

PinnullaT.iaspp. nl n●7げ タケイソウ属 Nau

icullasp. rr rrクチビルケイソウ属 Cy

mbellaspp. ⅠT rr n● rr rr n●ロハoげ イア属 Rhopalod

iasp. n● n' rrニッチア属 Nit2:SChias

pp. rr n● n● n● n● rr n● rr n● ǹコハ○ンケイソウ属 SuT.ire
llaspp. n● rr rr1緑藻納 cHLO

ROPHYCEAEウロブリックス属 Ulothrixspp. n'ミげ キモ属 Closteriumspp. rr n● rr 調査定点 (st.)沈澱量 (ml/nf) 5 6 100.17 0.17 0.23 平均

0.19zooplankton(lnds.1-1)Ceratiumhi

T.undinella 0.14 0.14 0.33 0.20KeTlatellaquadTlata 3.46 5.19 6.30

4.98FiliniatermiTWlis 3.80 4.13 4.24

4.価OtherRotifer 0.04 0.17 0.04

0.09BosminaloTZgtrOStris

0.87 0.63 2.56 1.35Cyclopsuicinus 0.03 0.96 0.03 0.04cope.larvae 0.16 0.19 0

.03 0.12PhytoPlanktonCYANOPHYCEAEOscillator.iasp.XANTHOPHYCEAETrib

oTWmasPP. + CC CCBACⅠLL

ARⅠOPHYCEAEMelosiT,

aspp.TabellaT.iaspp.Frqgillariaspp. rr rrr r +Asterion

ellaspp. CC CC CCSyTWdT,aspp. CC CC CCAchnanthesspp.Pi

nnullaT.iaspp.Nauicullasp. rr n' rrrr rrCy



表 1-2 ブランク.トン調査結果 調査年月日 2000年8月24日

<16m鉛直びき>

-

2
5
3
-

調査定点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均24.7調査時刻 13:37 13:26 13:15 15:25 16:(X)15:40 15:02 14:50 14:39 13:52表面水温 (℃) 24.8 24.4 25.0 25.2 24.7 24.8 24.4 24.5 24.

3 25.0透明度 (m) 5.8 5.5 5.8 5.6 5.9 5.2 5.2 5.5 5.4

6.4 5.6沈澱量 (m1/nf) 0.25 0.25 0.25 0.50 0.75 0.50 0.50 0.75 0.2

5 0.50 0.45動物プランクトン(個体R/I)ZooPlahkton(lnds.1-1)イケツノオビムシ Ceratiumhirundinel

la 0.06 0.01ユードリナ属の1種 Eudori

nasp. 0.06 0.01コげ トカメJコウワムシ Keratellaquadrata 5.63 11.31 7.63 12.50 9.19 7.25 4.

31 2.88 5.56 7.06 7.33ミツウデワムシ FiliTu'aterminalis 0.38 0.56 0.38 0.56 0.13 0.2

5 0.(泊 0.13 0.25 0.38 0.31その他のワムシ類 otherRotifer 0.(X)0.(X)0.(X)0.(X)0.(X)0
.(X)0.00 0.00 0.00 0.00 0.00ハリナがミシ○ンコ DaphnialongLSPtna 0.00 0.(X)0.00 0.06 0.0
0 0.(X) 0.(X)0.00 0.000.00 0.01ゾウミシ○ンコ BosminalongirostT.isI 9.63 7.81 6.56 17.88 16.19

16.50 16.44 25.88 19.06 19.31 15.53オナがケンミシサンコ Cyclopsuicinus 0.00 0.(X)0.00 0
.00 0.00 0.00 0.13 0.(X)0.(X)0.00 0.01カイアシ類幼生 copelaⅣae 0.38 0.25

0.25 0.06 0.鵬 0.13 0.CX)0.13 0.13 0.00 0.14植物プランクトン PhytoPla止ton藍藻綱 cYANOPHYCEAEユレモ属 Oscutatoriasp.黄緑色藻綱 ⅩANTHOPHYCEA

EHがネマ属 TribqneTnaspp. rrr r + ⅠT r r n● n● r n■珪

藻納 BACⅠLLARⅠOPHYCEAEメロシテ属 MelosiT.aspp.

rrオビケイソウ属 Fragillariaspp. r n● rr n● rr rr C n

■ホげ タケイソウ属 AsteT.ionellaspp. rr rr n● rr rr

rr rr rrハ.)ケイソウ属 Synedraspp.

n● rr + rr rr n● rr rr ǹ rrアクナンテス属 Ac

hnanthesspp. rr rrハネケイソウ属 Pinnullariaspp. rr rr rr rr

クチビルケイソウ属 Cymbellaspp. rr ǹニッチア属 Nitzschiaspp.

rr rr rr緑藻綱 cHLOROPHYCE

AEウロブリックス

属 Ulothrixspp. rr rr n● ⅠT n●ミげ キモ属 ClosteriuTnspP. rr <70m鉛直びき>調査定点 (st.)沈澱量 (mvnf) 5 6 100.34 0.34 0.29 平

均0.32Z00plankton(lnds.ト1)

CeratiuTnhiT.undinella 0.01 0.01 0.01

EudT.ina 0.01 0.00 0.00 0.(X)KeTlatellaquadrata 21.57 31.59 13.53

22.23FiliniaterTniTWlis 0.24 0.30

0.37 0.300therRodfer 0.10 0.13 0.17 0.

13Daphnialongtsptna 0.00 0.00 0.
00 0.00BosTninaloTZgLrOSt

T.is 6.13 6.01 4.59 5.58Cyclopsuicinus 0｣01 0.03 0.14 0.(泊copelarvae 0.09 0.1

3 0.u 0.09PhytoPlanktonCYANOPHYCEAEOscillatoT'iasp.

ⅩANTHOPHYCEAETT.ibonemas

pp. n●r r rrBACⅠLL

ARⅠOPHYCEAEMelosi

Tlaspp.Fragillarias

pp. rr n■ n'AsteT.ionellaspp.. n● rr

rrSyTWdT,aspp. rr ⅠT n■Achnanth

esspp. n■Pinnul



表1-3 プランクトン調査結果 調査年月日 2000年10月18日

<16m鉛直びき>

I

2
5
4
-

調査定点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均16.0調査時刻 12:10 14:55 14:45 14:30 14:15 13:42 13:28 13:12 13:07 12:25表面水温 (℃.) 15.7 16.6 15.9 15.6 14.7 15.7 16.3 16.1 16.

3 16.6透明度 (m) 6.2 6.0 6.1 5.9 5.8 6.0 6.5 6.2 6.1

6.5 6.1沈澱量 (m1/nf) 1.00 1.(X) 1.25 1.25 1.75 2.00 2.50 2.00 1.2

5 1.25 1.53動物プランクトン(個体数1)ZooPlankton(lnds.1-1)イケツノオヒ寸ムシ Ceratiumhirundinella 0.(X)0.(X)0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
0.00 0.06 0.01エードリナ属の1種 Eudorinasp. 0.19 0.50 0.88 0.88 0.44 0.44 0.56 0
.44 0.63 0.69 0.56コシフやトカメノコウワムシ KeratellaquadT.ata 43.81 75.94153.88 93.81 78.56 54.75 68.63 41
.2524.94 65.63 70.12ハネウデ ワムシ Polyarthrauulgaris 0.06 0.13 0.13 0.(泊 0.(X)0.06

0.(X) 0.(泊 0.13 0.00 0.06ミツウデワムシ Filiniaterminalis 0.00 0.19 0.56 0.13 0.06 0.
(X) 0.00 0.06 0.(X)0.00 0.10その他のワムシ類 0therRotifer 0.00 0.00 0.06 0.06 0.

00 0.06 0.00 0.06 0.00 0.(X)0.03ハリげ ミシ◆ンコ DaphnialonglSPtna 0.00 0.13 0.伽 0.
00 0.13 0.06 0.13 0.13 0.13 0.06 0.08tJ.ウミシやンコ BosminalongtrostT.is 12.06 15.63 26.56 24.44 37

.75 47.44 61.63 49.88 43.13 28.19 34.67巾ヒケ号カ●ケンミシサンコAcanthodiaptomuspaciPcus 0.00 0.00 0.(
X)0.00 0.00 0.(X) 0.00 0.06 0.(X)0.00 0.01オナがケンミジンコ Cyclopsuicinus 0.00 0.(X)
0.00 0.(X) 0.(X) 0.00 0.06 0.06 0.(X)0.α)0.01カイアシ類幼生 copelaⅣae 0.

50 1.63 1.19 1.63 0.94 0.56 0.56 0.63 0.56 0.31 0.85植物プランクトン PhytoPl

ankton藍藻網 CYANOPHYCEAEユレモ属 Oscillatoriasp. rr黄緑色藻綱 ⅩANTHOPHYC

EAEトリJft.ネマ属 TriboneTnaspp. rr rr rr n● rr rr nー rr r n-珪藻

綱 BACⅠLLARⅠOPHYCEAEメロシテ属 Mel

osiraspp. rr rr n~ rr rr rrヌサがタケイソウ属 Tabellariaspp. rrオビケイソウ属 FragillaT.iaspp.ホガ タケイソウ属 AsteT.ionellaspp.
ハリケイソウ属 Synedraspp. cc cc cc C + r + + + CCC CC

r rr rr n- n● rr n~ rrアクナンテス属 Achnanth
esspp. rr ⅠT n● rr rr rr rr n●ハネケイソウ属 Pinnullariaspp.

rr n● rr rrクサヒ中ケイソウ属 GoTnPhonemaspp.

rrアンフォラ属 Amphoraspp. rrクチヒ寸ルケイソウ属 CyTnbellaspp. rr rr rr rr rr

rrニッチア属 Nitzschiaspp. C r rr rr n■ n● n● rrコJrhンケイソウ属 Surirellasp. rr rr緑藻綱 CHLOROPHYCEAEセげ スムス属 Scenede
sTnuSsp.ウ

ロブリックス属 Ulot.hrixspp.ミげ キモ属 ClosteriuTnspp. rr rr

rr rr rr rr rr rr rr <70m鉛直びき>調査定点 (st.)沈澱量 (mlhrf) 5 6 100

.69 0.86 0.74 平均0.76zooplankt
on(lnds.1-1)CeratiumhiT.undinella 0.03

0.01EudoT.inasp. 0.31 0.30 0.47 0
.36Keratellaquadrata 60.90 59.94 54.

86 58.57Polyarthrauulgaris
0.09 0.07 0.21 0.12FiliniateT.miTWli

s 0.07 0.09 0.06 0.07OtherRotifer 0.

39 0.69 0.26 0.44DaphnialongLSPtna 0.00 0.(X

) 0.01 0.00Bosminalongtrostris
0.00 10.94 6.17 5.70Acantho

diaptomuspaciPcus 0.00 0.(X) 0.00 0.(X)Cyclopsu

icinus 0.09 0.14 0.14 0.12copelarv

ae 0.69 0.57 0.50 0.59PhytoPlanktonCYANOPHYCEAEOscillator.iasp. n'

rrⅩANTHOPHYCEAETT'ibonemaspp. rr rr n■

BACⅠLLARⅠOPHYCEAEMel

osiraspp.Tabellariaspp.Frqgillariaspp. rrn■ rr +Asterionellaspp

. rr n'Synedraspp
/ n■ rr rrAchnan

thesspp. lT n● rrPiTmullariaspp.

GomphoneTnaSPP.Amp

horaspp.Cymbella



表2-1 ヒメマス胃内容物集計結果 (30g未満)

採 捕年月日 尾数 摂餌個体体長範囲平均 (mm) 体重範囲平均 (g) 胃内容重量範囲平 均 (g) 摂餌率範囲平 均 餌 料 種 類 の 比 率 (%)
備 考空胃個体 ゾウミジンコ オナガケンミジンコ プランクトン消化物 ユスリカ(幼 虫) 陸生昆

虫 昆虫消化物 不明消化物6月18日(漁獲魚) 2 2 84-9590±8 7.2-8.37.8±0.8 0.006-0.0860.046±0.057 0.072--1.1940.633±0.79

3 5.9 88.7 4.7

0.70 空胃率 0%7月4-29日(漁獲魚) 5 3 98-110105±6 13.2--16.114.7±1.5 0.085--0.1030.091±0.010 0.534-0.

7800.628±0.133 15.7 30.0 15.5 1.6 23.0 1.6 1

2.62 62--11287±35 2.8-16.113.7±5.6 空胃率 40%8月8日(漁獲魚) 4 3 100-115106±8 12.3-16.614.1±2

.2 0.028-0.0690.051±0.021
0
.
209
--0.4720.365±0.138 22.5 63.

0 1.9 12.61 108 15.5 空胃率 25%-255- 表2-2 ヒメマス胃内容物集計
結果 (30g以上60g未満)採 捕年月日 尾数 摂餌個体 体長範囲平均 (孤) 体重範囲平均 (g) 胃内容重量範囲平 均 (g) 摂餌率範囲平 均

餌 料 種 類 の 比 率 (%) 備 考空胃個体 ゾウミジンコ オナガケンミジンコ シカクミジンコ類 ユスリカ(さなぎ) ユスリカ(成 虫) 陸生昆虫 ワカサギ 不明消化物 その他6月21日 ll 9 1
46--172159±11 34.5--59.146.3±9.7 0.040--0.3300.131±0.097 0.082-0.6520.287±0.211 0

.7 2.1 0.0 8.2 88.7 0

.3 その他;線虫?2 175-176176±1 53.7-57.955.8±3.0 空胃率 18.2%

7月25日(ふくべ網) 1 0
1 171 59.0 空



表2-3 ヒメマス胃内容物集計結果 (60g以上150g未満)

採 捕年月日 尾敬 摂餌個体 体長範囲平均 (mm) 体重範囲平均 (g) 胃内容重量範囲平 均 (g) 摂餌率範囲平 均 餌 料 種 類 の 比 率 (%) 備 考空胃個体 ユスリカ(さなぎ)ユスリカ(成虫) 陸生昆虫 ワカ

サギ ハゼ科魚類 その他6月21日 15 4 182--223194±19 70.3-125.284.9±26.9 0.034.-0.4360.233±0.208 0.048--0.6140.269±0.256

0.3 16.0 75.6 8.1ll 178-195187±5 67.3-8173.8±5.4 空胃率 73.3%

7月25日(ふくべ網) 1

01 195 81.3 空胃率 100%8月24日 4 4 194--204198±4 82.5-107.194.4±1
1.6 0.073--1.2160.559±0.531 0.007-1.401

0.602±0.598 1.3 89.2 9.50 空胃率 0%

10月19日 2 0

2 203-210207±5 loョ.9--129.2116.6±17.9 空胃率 100%

-256- 表2-4 ヒメマス胃内容物集計結果 (
150g以上300g未満)採 捕年月日 尾敬 摂餌個体 体長範囲平均 (mm) 体重範囲平均 (g)

胃内容重量範囲平 均 (g) 摂餌率範囲平 均 餌 料 種 類 の 比 率 (%) 備 考空胃個体 ユスリカ (さなぎ) 陸生昆虫6月21日 1 1 247 161.3 0.084 0.05

2 100.00 空胃率 0%8月24日 9 5 246-
-276264±11 224.5--296.0263.8±26.9 0.027-0.1900.069±0.070 0.011～

0.0680.025±0.024 79.3 20.74 260-280268±8 257..7-272.4268.2±7.0 空

胃率 44.4%10月19日 1 0

1 252 212.1 空胃率 100%表2-5 ヒメマス胃内容物集計結果 (300g以上)採 捕年月日 尾敬 摂餌個体 体長範囲平均 (帆) 体重範囲平均 (g) 胃内容重量範囲平 均 (g) 摂餌率範囲平 均 餌 料 種 類 の 比 率 (%) 備 考空胃個体 ユスリカ(幼虫)ユスリカ



表3-1 ヒメマス胃内容物の捕食率 (30g未満)

I

25
7

-

漁獲魚(さし網) 漁獲魚(さし網他) 漁獲魚(さし

網)6月18日 7月4-29日

8月8日個体数 捕食率(%) 個体数 捕食率(%) 個

体数 捕食率(%)不明消化物

1 33.3 1 33.3枝角類 ゾウミシやンコ

1 50.0 2 66.7 3 100.0カイアシ類 オナがケンミジンコ 1 50.0 2 66

.7 3 100.0フ○ランクけ

消化物 1 33.3ユスリカ類 幼 虫 1 33.3

陸生昆虫 1 50.0 2 66.7 1 3

3.3昆虫消化物 1 50.0 1 33.3

合 計 4 2(X).0 10 333.3

8 266.7摂餌個体 2 3

3空胃個体 0 2 1表3

-3 ヒメマス胃内容物の捕食率 (60g以上150g未満)試験さし網 ふくべ網 試験さ

し網 試験さし網6月21日 7月25日 8月24日 10月

19日個体数 捕食率(%) 個体数 捕食率(%) 個体数 捕食率(%)

個体数 捕食率(%)ユスリカ類
サナキや

3 75.0成虫

1 25.0陸生昆虫 2 5

0.0魚 類 ワカサキ寸稚魚 2 50.0 3 75.0ハ七や科稚魚

3 75.0不明

その他 植物片 1 25.0

合 計 5 150.0 0 0.0 9 225.0 0

0.0摂餌個体 4 0

4 0空胃個体 ll 1 0 2 表3-2 ヒメマス胃内容物の捕食

率 (30g以上60g未満)試験さし網 ふくべ網

試験さし網 試験さし網6月21日 7月25日 8月24日 10月19

日個体数 捕食率(%) 個体数 捕食率(%) 個体数 捕食率(%) 個体数 捕食率

(%)不明消化物 1 100.0

枝角類 シカクミシやンコ類 1 ll.1ゾウミシやンコ 1 ll.1 1 1

00.0カイアシ類 けがケンミシ○ンコ

1 ll.1ユスリカ類 サナギ 1 100.0 1

100.0陸生昆虫 8 88.9

その他 線 虫 1 ll.1

合 計 12 133.3 0 0.0 1 100.0 3 30

0.0摂餌個体 9 0 1

1空胃個体 2 1 0 0

表3-4 ヒメマス胃内容物の捕食率 (150g以上300g未満) 表3-5 ヒメ
マス胃内容物の試験さし網 試験さし網 試験さし

網6月21日 8月24日



表4 ワカサギ胃内容物集計結果

I

2
5
8
-

採 捕年月日 尾数 摂餌個体 体長範囲平均(… )体重範囲平均(g) 胃内容重量範囲平 均(g)摂餌率範囲平 均 餌 料 種 類 の 比 率 (%) 備 考空胃個体 ゾウミジンコ シカクミシやンコ類 オナがケンミシやンコ70ラン打ン消化物ユスリカ(幼虫)ユスリ(さなぎ) 水生昆虫 魚類消化

物 不明昆虫 不明消化物 その他4月26日(ふくべ網)8 5 48--5955±4 0.7--1.71.3±0.4 0.003--0.0150.010±0.005 0.185-2.1130.886±0
.755 90.6 3.1 6.33 48--5953±

6 0.8--1.31.0±0.3 空胃率 37.5%4月27日 10 6 75-9085±6 4.0.-6.25.2±0.9 0.(X)7-0.0150.012±0.003
0.117-0.3750.238±0.098 35.4 0.9 13.0 19.3 15.

7 12.6 3.14 68--11396±24 2.9-13.19.3±5.6 空胃率 40%6月21日 10 6 74-′9285±6 3.7--6.65.
4±1.0 0.(X)5-0.0560.030±0.020 0.009-1.(Xの0.556±0.

342 56.8 32.3 1.0 2.1 7.3 その他 ;ワカサキ◆卵4 79--8784±4 4.9--5.75.3±0.4 空胃率 40%

8月24日 10 4 72--8476±6 4.2-5.14.5±0
.4 0.006--0.0250.011±0.α相 0.118-0.5680.253±0.212 64.9 17.8 17.36 83--I(X)

89±7 4.9--7.46.2±1.0 空胃率 60%

10月19日 9 3 79-8280±2 5.6--6.25.9±0.
3 0.005--0.030.020±0.014 0.08トー0.5

250.351±0.237 100.06 75--82
79±3 5.1--6.55.7±0.5

空胃率 66.7%

ワカサギの捕食率 ふくべ網 試験さし網 試験さし網 試験さし網

試験さし網4月26日 4月27日 6月21日 8月24日

10月19日個体数 捕食率(%) 個体数 捕食率(%) 個体数 捕食率 (%) 個体数 捕食率(%)個体数 捕食率(%)

不明消化物 3 50.0

枝角類 シカクミシやンコ類
1 16.7

1J.ウミシやンコ 4 80.0 3 50.0 4 66.7 2

50.0 3 1(X).0カイアシ類 オナがケンミシやンコ 3 60.0 1 16.7 2 33.3

フ○ランクトン消化物 1



表6 サクラマス胃内容物集計結果

採 捕 尾 摂餌個体 体長範囲 体重範囲 胃内容 重量 摂餌率範囲 餌料種類の比率(

%) 備 考年月日 数 空胃個体 平均(mm) 平均(g) 範囲平均(g)

平 均 ワカサギ 魚類消化物8月24日 5 2 364-396380±23 810--1110960±212 0.979--7.3164.148±4481 0.088-0.903

0.496±0.576 88.2 ll.83 394-446417±26 1

040--16501293±318 空胃率 60%10月19日 4 2 152--178165±18 54.1--90.872.5±26.0 2.008-4.3790.02

1±0.018 3.712-4.8234.267±0.786 100.02 1
53-186170±23
58
.
5--
log.083.8±35.7 空胃率 50%

表8 イトヨ胃内容物集計

結果I259- 表 7 サクラマスの捕食率

試験さし網 試験さし網8月24日

10月19日個体数 捕食率 (%)個体数 捕食率

(%)魚 類 ワカサ
キや 1 50.0

2 100.0不明 1 50.0合 計 1 100.0 2 100.0摂餌個体 2 2空胃個体 3

2採 捕年月日 尾数 摂餌個体 体長範囲平均(mm) 体重範囲平均(g) 胃内容重量範囲平 均(g) 摂餌率範囲平 均 餌 料 種 類 の 比 率 (%) 備 考空胃個体 ゾウミシナンコ オナがケンミシナンコ 7○ランクト

ン消化物 ユスリカ(さなぎ) 昆虫消化物 不明消化物 その他4月27日 1 1 52 2.2 0.0 15 0.679 20.0 10.0 70.00 空胃率 0%

8月24日 5 3 70--8979±10 6.2-8.47.0±1.2

0.011-0.05
10.025±0.023 0.172--0.6070.324±0.245 8.I 14.9 1.6 17.2

6.5 51.7 その他 ;不明卵植物片?2 73-′8479±8 6.4-8.17.3±1.2 空胃率 40%

表9 イトヨの捕食率 試験さし網 試験さし網

試験さし網 試験さし網4月27日 8月24日

4月27日 8月24日個体数 捕食率(%) 個体数 捕食率 (%

) 個体数 捕食率 (%) 個体数 捕食率 (%)不明消化物 1 33.3 魚 類 ワカサ

ギ枝角類 ゾウミシ



表10 イワナ胃内容物集計結果

採 捕 尾 摂餌個体 体長範囲 体重範囲 胃内容重量範囲 摂餌率範囲 餌料種類の比率 (%

) 備 考年月日 数 空胃個体 平均(孤 ) 平均(g) 平 均 (g) 平 均 水中

昆虫 ワカサギ 魚 類消化物8月24日 2 2 186-220 96.0--159.1 0.449-3.237 0.468--

2.035 9.8 87.8 2.4 水中昆虫;203±24 127.6±44.6 1.843±1.971 1.251±1.1()8 ホソバ トビケラ

0

空胃率 0%表12 ヌマチチブ胃内容物集計結果I260- 採 捕 尾

摂餌個体 体長範囲 体重範囲 胃内容重量範囲 摂餌率範囲 餌料種類の比率 (%) 備 考

年月日 数 空胃個体 平均(mm) 平均(g) 平 均(g) 平 均 ユスリカ(成虫) 水中昆虫 その他8月24日 2

2 75--76 4.1--4.2 0.(X)2--0.066 0.049-1.571
2.9 27.2 69.9 水中昆虫;76±l 4.2±1 0.034±0.045 0.810±1.077 モ

ンカゲロウ属0 空胃率 0%
その他 ;植物片モノアラガイ科 表11 イワナの

捕食率 試験さし網

8月24日

個体数

捕食率 (%)水生昆虫 ホソバトビケラ(幼生) 1

100.0魚 類 ワ

カサキ● 1 100.0

不明 1 1(X).0合 計

3 300.0摂餌個体 2

空胃個体 0

表13 ヌマチチブの捕

食率 試験さ

し網8月



表14-1 30mぴき採集個体数に対する16mぴきの割合 (16m/30m★100%,6月)

調査定点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平

均沈澱量 (ml) 66.7 66.7 100.0 100.0 75.0 50.0 66.7 50.0 100.0 75.0

75.0動物プランクトン ZooPla止tonイケツノオビムシ CeTlatiumhirundinella 50.0 1m.0 78.6 15.4 72.7 150.0 89.3 36.4 0

.059.2ユート11.)ナ属の1種 Eudo1.inasp. 0.0 0

.0 0.0 0.0コげ トカメノコウワムシ Keratellaquadrata 72.4 53.4 16.5 56.8 38.1 36.9 74.5 26.9 1

3.1 26.5 41.5ミツウデワムシ Filiniaterminalis 46.9 30.9 7.8 15.3 19.3 11.4 18.0 48.9 13

.7 6.3 21.957.4ハネげ ワムシ PolyaT.thrauulgaT.is 0.0その他のワムシ類 otherRotifer 66.7 12.5 0.0 35.7 5

0.0 400.0 9.1 0.0 0.0 0.01).ウミシ◆ンコ Bosminalongmstris 91.7 138.5 40.0 199.0 132.8 85.7 147.

3 133.3 1(泊.5 120.0 119.5巾げ ナがケンミシサンコ Acanthodiapt
omuspacificus 0.0 0.0 0.0オナがケンミジンコ Cyclo

psuicinus 0.0 33.3 0.0 0.0 3.3カイアシ類幼生 cope.1aJVae 71.4 50.0 60.0 1(泊.0 6

6.7 33.3 75.0 100.0 14.3 1(X).0 67.1種数 85.7 120.0 80.0

85.7 87.5 100.0 75.0 71.4 83.3 55.6 84.4表14-2 40mぴき採集個体 数に対する16mぴきの割合 (16m/

40m★100%,6月)-26)- 調査定点 (st

.) 5 6 10 平均沈澱量 (ml) 75.0 66.7 100.0 80.6

ZooPlankton 84.6 11.8 44.434.3 38.3 25.9 0.0CeratiuTnhirundinellaEudorinaspKeratellaquadrata 46
.932.8Filiniaterminal

is 13.9 17.0 7.6 12.8ll

.9PolyaT.thrauulgaris 0.0OtherRotifer 9.1 26.7 0.0BosminalongtrostT.is4Canthodiaptomus
paciPcusCyclopsuicinus 173.5 138.5 152.70.0 154.

9127.8cope.larvae 1(X).0 2(X).0 83.3種数 116.7 75.0 83.3 91.7

表14-4 70mぴき採集個体数に対する30mぴきの割合 (3

0m/70m★100%,6月)調査定点 (st.) 5 6 10 平均沈澱量 (ml) 133.3 133.3 100.0 122.2CeT.atiumhirundinella

Eudorinasp.Keratellaquadrata 140.0 130.0 47.8126.9 82.9 93.2 105.9101.0FiliTu'aterminali

sPolyarthT.aUulgaris0therRotifer 82.0 105.9 112.866.7 8

.3 100.0 100.258.3Bosminalong一rOStris 209.8 143.2 1

56.4150.0 0.0 100.0 169.8Acant
hodiaptoTnuSPaCificus

0.0Cyclopsuicinus 83.3cope.larvae 54.5 46.2 250.0 116.9

種数 114.3 85.7 128.6 109.5 表1

4-3 40mぴき採集個体数に対する30mぴきの割合 (30m/
40m●100%,6月)調査定点 (st.) 5 6 10

平均沈澱圭 (m1) 100

.0 133.3 133.3 122.2ZooPla止ton 107.7 76.5 122.2 0.0CeratiumhiT.undinella 102

.1Eudorinasp. - 0.0

Keratellaquadrata 90.0 1

03.8 97.6 97.1Filiniaterminalis 72.2 148.

5 121.8 114.241.6Polyarthrauulgaris 0.0OtherRoti

fer 18.2 6.7 100.0BosminalongtrostT.is 130.6 161.5 127.3

139.8Acanthodiaptomuspacirtcus 0.0Cyclopsuicinus 0.0 0

.0cope.larvae 150.0 600.0 83.

3 277.8種数 133.3 75.0 150.0 119.4表14-5 70mぴき採集個体数に対する40mびさの割合 (40m/70m★100%,6月)調査定点 (st.)

5 6 10 平均沈澱量 (ml) 133.3 100.0 75.0 .102.8CeTTatiumhiT.undinellaEudoT.inasp.Keratellaquadr
ata 130.0 170.0 39.1140.9 79.9 95.5 113.0105.4Filini

ateT.minalisPolyarthTlaUulgari
sOtherRotifer 113.5 71.3 92.6366.7 125.0 100.0 92.5

197.2BosminaloTZgtr



表14-6 プランクトン調査結果 (試料の50分の1の個体数)

<16m鉛直びき>

-

2

62
-

調査定点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平

均沈澱量 (ml) 0.4 0.4 0.2 0.4 0.6 0.4 0.4 0.2 0.4 0.6

0.4動物プランクトン ZooPlanktonイケツノオビムシ Ceratiumhirundinellaユーrh.)+属の1種 Eudorinasp.コげ トカメノコウワムシ Keratellaquadrata 6 3 3 11 2 8 3 25 4110 102 20 88 117 111 102 75 56 10

9 789ミツウデワムシ Filiniaterminalisハネげ ワムシ PolyaT.thrauulgarisその他のワムシ類 otherRotifer 60 55 5 23 42 35 48 66 32 212 1

5 1 4 1 391ソすウミシサンコ BosminalongLrOStrisやげ ナがケンミシ○ンコAcanthodiaptomuspacificusオげ ケンミシ○ンコ Cyclopsuicinus 199 126 8 205 170 54 109 20 98 3

361 13300カイアシ類幼生 cope.larvae 5 4 3 3 4 2 3 2 1 5

3種数 6 6 4

6 7 6 6 5 5 5 6<30m鉛直びき>調査定

点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均沈澱量 (ml) 0.6 0.6 0.2

0.4 0.8 0.8 0.6 0.4 0.4 0.8 0.6動物プランクトン ZooPlanktonイケツノオヒ○ムシ Ceratiumhirundinella 12 3 14 13 11 2 28 11 0

9ユーrh.け属の1種 Eudorinasp. 1 2 1 0コげ トカメノコウワムシ Keratellaquadrata

152 191 121 155 307 301 137 279 429 411 248ミツウデワムシ FiliniateT.minalis 128 178 64 150 218 306 266 135 233

335 201ハネガ ワムシ PolyaT.thrauulgaris 1

0その他のワムシ類 otherRotifer 3 8 14 14 2 1 11 8 10 3 7ソやウミシ○ンコ BosTninalongmstris 217 91 20 103 128 63 74 15 92 280

108巾げ ナがケンミシやンコAcanthodiapto

TnuSPaCiPcus l l 0オナがケンミジンコ Cyclopsuicinus

1 3 1 2 1カイアシ類幼生 cope.laⅣae

7 8 5 3 6 6 4 2 7 5 5種数 7 5 5 7 8 6 8 7 6 9 7 <70m鉛直びき>調査定点 (st.) 5 6 1

0 平均沈澱量 (ml) 0.6 0.6 0

.8 0.7Zoo

Plankton 10 10 23242 363 441 14349CeT.atiumhiT.undinellaEudorinasp.KeratellaquadTlata

FiliniateT.mi花αlis 266 289 2973 12 3 2846PolyarthrauulgaT.is

0therRotiferBosTninalongtrostT.is 6

1 44 1792 4 2 95Ac

anthodiaptoTnuSP∝i

βcus 0Cyclopsuicin

us 3cope.larvae 11 13 2 9

種数 7 7 7 7<40m鉛直びき>調査定点 (st.) 5 6 10 平

均沈澱量 (ml) 0.8 0.6 0.6

0.7ZooPlankton 13 17 9341 290 421

0Ceratiulnhirundinel

la 13Eudorinasp.

0Keratellaquadrata 351FiliniaterTniTWlis 302 206 275 261

PolyarthrauulgaT

.is 1 0OtherRotifer 1



表15-1 30mびき採集個体数に対する16mびさの割合.(16m/30m★100%, 8月)

調査定点 (St.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平

均沈澱量 (ml) 50.0 33.3 33.3 50.0 75.0 40.0 22.2 42.9 25.0 66.7

43.8動物プランクトン ZooPlanktonイケツノオヒ寸ムシ CeratiumhiT.undinella 0.0 100.0 0.0 0

.010.0ユードリナ属の1種 Eudorinasp. 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0

.0 0.0 2.0コシフ+トがJコウワムシ Keratellaquadrata 28.4 11.7 10.5 15.1 11.5 4.8 3.0 3.2
9.2 11.1 10.9ミツウデワムシ Filiniaterminalis 40.0 36.0 42.9 64.3 10.5 21.1 3.6 11

.8 20.0 27.3 27.7ハネガ ワムシ Polyarthrauu

lgaris 0.0 0.0 0.0その他のワムシ類 otherRotiferハリナがミシやンコ Daphnialongtsptnaゾウミシやンコ BosTninalongtrostT.is 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.098.1 68.3 50.5 57.8 66.2 60.7 30.2 7
0.1 61.9 120.7 0.068.4シカクミシ◆ンコ Alon

aquadrangularis 0.0 0.0オナがケンミシやンコ

Cyclopst)icinus 0.0 0.0 0.0カイアシ類幼生 copelaⅣae 100.0 23.5 30.8 5

0.0 20.0 33.3 0.0 33.3 22.2 0.0 31.3種数 50.0 85.7 57.

1 71.4 66.7 80.0 80.0 80.0 57.1 37.5 66.6表15-2 40mぴき採集個体数 に対する16mぴきの割合 (16m/4

0m★100%,8月)I263I 調査定点 (st

.) 5 6 10 平均沈澱量 (ml) 42.9 28.6 33.3 34.9

ZooPlanktonCeratiu
lnhirundinella 0.0 0.0Eudbri

nasp. 0.0 0.0Keratellaquadrata 7.1 4.0 9.1 6.7FiliniatermiTWli

s 5.9 11.8 26.10.0 0.0 0.0

56.7 49.2 87.50.0 0.0 0.0 14.6Polyarthrauulgaris 0.0Othe

rRotiferDaphnialongtspmaBosminalongLT.OStris
0.064.5AlonaquadT.angul

ar.is 0.0Cyclopsu

icinus 0.0copelarvae 14.3 22.2 0.0 12.2種数 85.7 83.3 114.3 9

4.4表15-4 70mびき採集個体数に対する3
0mぴきの割合 (30m/70m★100%,8月)調査定点 (s

t.) 5 6 10 平均沈澱量 (ml)
66.7 83.3 60.0 70.0Ceratiumhirundinel

la 0.0 0.0 0.0Eudorinasp. 200.0 6

6.7Keratellaquadrata 8
4.3 108.3 107.4 100.0FiliniaterTninalis 111.8 90.5 84.6 95

.6Polyarthrauulgaris
- 0.00therRotifer 242

.9 511.1 91.791.1 103.3 79.8

0.0 0.0 10.0 281.9D

aphnialongtspma 0.0BosTninalongtrostris 91.4

AlonaquadrangulaT.is 0.0Cyclopsuicinus 3.

3copelaⅣae 83.3

66.7 275.0 141.7種数 75.0 71.4 133.3 93.3 表15-3 40mぴき採集個体数に対する30m

ぴきの割合 (30m/40m★100%,8月)

調査定点 (st.) 5 6 10 平均沈澱量 (ml) 57.1 71

.4 50.0 59.5ZooPlanktonCeratiumhi
rundindlla 0.0 0.0Eud

oT.ina sp. 200.0 66.7Keratellaquadrata 61.8 82.8 81.8 75.4Filiniaterminalis 55.9 55.9 95.7 69.1

Polyarthrauulgaris - 0

.0OtherRotiferDaph
nialongLSPtnaBosminalongtrostris 54.8 1'31.4 64.785

.6 81.0 72.50.0 0.0 100.0 83.779.7Alonaquadrangularis 0.0Cyc
lopsuicinus 33.3copelarvae

71.4 66.7 220.0 119.4種数 85.7 8

3.3 114.3 94.4表15-5 7
0mびき採集個体数に対する40mぴきの割合 (40m/70m★100%,8月)調

査定点 (st.) 5 6 10 平均沈澱量 (ml) 116.7 116.7 120.0 117.8CeratiumhiT.undiTWlla 0.0 0.0 0.0

Eudorina sp. 100.0 33

.3KeratellaquadT.ata 136.4 130.8 131.4 13

2.9FiliniateT.minalis 200

.0 161.9 88.5442.9 388.9 141.

7106.5 127.6 110.0100.0 1(泊.0 10.0 150.1Polyarthrauu

lgaris 0.0OtherRo



表15-6 プランクトン調査結果 (試料の50分の1の個体数)

<16m鉛直びき>

-
264
-

調査定点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平

均沈澱量 (ml) 0.2 0.2 0.2 0.4 0.6 0.4 0.4 0.6 0.2 0.4

0.4動物プランクトン ZooPlanktonイケツ′オビムシ CeratiumhiT.undinell

a 1 0ユー｢.け属の1種 Eudorin

asp. 1 0コげ トカメノコウワムシ Keratellaquadrata 90 181 122 200 147 116 6

9 46 89 113 117ミツウデワムシ Filiniaterminalisハネげ ワムシ PolyarthrauulgaT.isその他のワムシ類 otherRodferハリナがミジンコ Daphnialongtsptna 6 9 6 9 2

4 1 2 4 61 5000ソすウミゾンコ BosminalongtrostT.isシカクミシ○ンコ AlonaquadT.angularisオげ ケンミジンコ Cyclopsuicinus 154 125 105 286 259 264 263 4

14 305 3092 24800カイアシ類幼生 copelaⅣae 6 4 4 1

1 2 2 2 2種

数 4 6 4 5 4 4 4 4 4 3 4<30m鉛直び

き>調査定点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均沈澱量 (ml) 0.4

0.6 0.6 0.8 0.8 1.0 1.8 1.4 0.8 0.6 0.9動物プランクトン ZooPlanktonイケツノオヒ○ムシ CeratiumhiT.undinella 2 1 3 0

1ユーt..)+属の1種 EudoT.inasp. 1 5 1 1 2 2 1 lコげ トがノコウワムシ Keratellaquadrata 317

1549 1166 1325 1273 2395 2286 1433 969 1017 1373ミツウデワムシ Filiniaterminalis 15 25 14 14 19 1

9 28 17 20 22 19ハネげ ワムシ PolyarthT,aUulgaris l l 0その他のワムシ類 otherRotiferハリげ ミシサンコ DaphnialongtsptnatJ+ウミジンコ BosTninalongtT,OStris 1 17 15 25 17 46 38 45 13 日157 183 208 495 391 435 87

2 591 493 256 23408シカクミシ○ンコ

Alonaquadrangularis 1 0オげ ケンミジンコ Cyclopsuicinus

6 1 1カイアシ類幼生 copelarvae

6 17 13 2 5 6 3 6 9 11 8種数 8 7 7 7 6 5 5 5 7 8 7 <70m鉛直びき>調査定点 (sL) 5 6 10

平均沈澱量 (ml) 1.

2 1.2 1.0 1.1ZooPlanktonCeTlatiuT

nhirundinella l l 1EudoT.inasp. 1 0Keratellaquadrata 1510 2211 947

1556Filiniate

T.minalis 17 21 267 9 1

2429 421 3211 2 10 21Poly

arthT,aUulgaT.is 0Oth

erRotifer 9Daphnialongtsptna

0Bosmi花αloTZgtr

OStris 390AlonaquadTlaTqulaT.is 0

Cyclopsuicinus 4copelaⅣae 6 9 4 6

種数 8 7 6 7<40m

鉛直びき>調査定点 (st.) 5 6 10 平均沈澱量 (ml) 1.

4 1.4 1.2 1.3ZooPlanktonCeTlatiuTnhirundiTWlla 1

0EudoT.iTW SP. 1 0
KeTlatellaquadTlata 2060 2893 1244 2066FiliniaterTninali

s 34 34 2331 35 17457 537 3

531. 2 1 30Polya

T.thrauulgaT.is

0Othe



表16-1 30mぴき採集個体数に対する16mびきの割合 (16m/30m★100.%,10月)

調査定点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平

均沈澱量 (m1) 80.0 57.1 62.5 38.5 58.3 61.5 100.0 61.5 50.0 50.0

62.0動物プランクトン ZooPla止tonイケツJオビムシ Ceratiumhirundinella 0.0 0.0 0.0 50

.0 5.0ユーロ)+属の1種 Eudorina sp. 23.1 114.3 155.6 82.4 18.9 38.9 50.0 21.2 41.7 1

37.5 68.3コげ トカメノコウワムシ Keratellaquadrata 43.5 44.6 56.0 36.8 26.9 20.8 36.0 28.2 1
7.4 31.3 34.2ミツウデワムシ FiliniaterTninalis 0.0 42.9 81.8 50.0 12.5 0.0 0.

0 1(X).0 0.0 28.7ハネガ ワムシ PolyaT.thrauulgaT.is 14.3 8.3 9.5 7.7 0.0 4.2
0.0 11.1 16.7 0.0 7.2その他のワムシ類 otherRotifer 0.0 0.0 5.0 5.0 0

.0 3.2 0.0 2.7 0.0 0.0 1.6jlリナがミシサンコ DaphnialongLSPtna 0.0 200.0 100.0

66.7 200.0 2(X).0 50.0 81.7ゾウミゾンコ Bosminalongtrostt.is 63.7 111.l l(X).5 65.7 91.5 87.4 1

18.1 114.3 78.7 113.9 94.53.3巾げ げ ケンミゾンコ Acanthodiaptomuspaciflcus -オナがケンミジンコ Cyclopsuic
inus 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0カイアシ類幼生 copelaJVae , 30.8 60.5 47.

5 54.2 40.5 15.8 31.0 25.0 32.1 20.0 35.7種数 62.5 87.5● 1

00.0 77.8 66.7 77.8 60.0 111.1 75.0 60.0 77.8表16-2 40mぴき採集 個体数に対する16mぴきの割合 (16

m/40m★100%.10月)I265I 調査定

点 (st.) 5 6 10 平均沈澱量 (m1) 53.8 61.5 50.0 55

.1ZooPlanktonCeTlatiumhiT.u

ndinella 0.0 0.0Eudorina sp. 43.

8 43.8 61.1 49.5Keratellaquadrata
23.5 21.9 29.1 24.8FuiniateT.Tnin

alis 25.0 0.0 0.0 8.3Poly
arthT.aUulgaT.is 0.0 14.3 0.0 4.8Ot

herRotifer 0.0 2.9 0.0 1.0Daphnialongtsplna 200.0 50.0 33.3 94.4BosminalongtT.OStT.isAcanthod

iaptoTnuSPaCificusCyclopst)icinus 85.4 90.5 103.2

0.0 0.0 0.0 93.00.0copelarvae 28.3 34.6 13.2
25.4種数 60.0 77.8

66.7 68.1表16-4 70mびき採集個体数に対する30mぴさの割合 (30m/70m★100%,1

0月)調査定点 (st.) 5 6 10 平均沈澱量 (ml
) loo.0 86.7 76.9 87.9Ceratiumhirundin

ella 0.0 0.0Eudorina sp. 168.2 85.7

24.2 92.7KeratellaquadTlata 109.6 1(X).
6 87.3 99.2FiliniaterTniTWlis 1

33.3 80.0 13.3 75.6Polyarthr

auulgaris 260.0 4(X).0 225.0 295.00therRotifer 159.3 64.6 166.7 130.2Daphnialongtspma 2(X).0 66.7

BosminalongLt.OStrisAcanthod

iaptomuspacificusCyclopsuicinus 137.8 113.3 91.71(X).0 110.0 50.0 114.38

6.7copelaJVae 7

7.1 142.5 71.4 97.0種数 100.0 112.5 111.1 107.9 表16-340mぴき採集個体数に対する30m

ぴきの割合 (30m/40m★100%,10月)調査定点 (st.
) 5 6 10 平均沈澱量 (ml) 92.3 1(X).0 100.0

97.4ZooPlanktonCeT.atiumhiT.undinel

la 0.0 0.0Eudorina sp. 231.3 112.5 44.4

129.4KeratellaquadTlata 87.3 1
05.4 93.0 95.3Filiniatermi花αlis 2

00.0 400.0 40.0 213.3PolyaT.thrauulgaris 86.7 342.9 3(X).0 243.20therRotifer 78.2 88.6 250.0 138.9

Daphnialongtspma 100.0 50.0 66.7

72.2Bosminalongtros

tT.isAcanthodiaptoTnuSPaCificusCyclopsuicinus 93.4 103.5 90.6120.

0 220.0 83.3 95.8141.1cop
elaJVae 69.8 219.2 65.8 118.3種

数 90.0 100.0 111.1 100.4表16-5 70mぴき採集個体数に対する40mぴきの割合 (40m/70m★100%

,10月)調査定点 (st.) 5 6 10 平均沈澱量 (ml)
108.3 86.7 76.9 90.6CeratiuTnhirundinell

a 50.0 16.7Eudorina sp. 72.7 7

6.2 54.5 67.8Keratellaquadra

ta 125.5 95.4 93.9 104.9FiliniaterTninalis 66.7 20.0 33.3 40.0PolyarthrauulgaT.is 300.0 116.7 75.0
163.9OtherRotifer 203.7 72.9 6

6.7 114.4Daphnialongt



表16-6 プランク トン調査結果 (試料の50分の1の個体数)

<16m鉛直びき> <70m鉛直びき>

-

2
6
6
-

調査定点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平

均沈澱量 (ml) 0.8 0.8 1.0 1.0 1.4 1.6 2.0 1.6 1.0 1.0

1.2動物プランクトン ZooPlanktonイケツノオビムシ CeTlatiumhirundinell

a 1 0エード.)+属の1種 Eudorinasp. 3 8 14 14 7

7 9 7 10 11 9コシフやトカメJコウワムシ Keratellaquadrata 701 12152462 1501 1257 876 1098 660

399 1050 1122ミツウデワムシ FiliTu'ateT.m

inalis 3 9 2 1 1 2ハネガ ワムシ Polyarthrau

ulgaris 1 2 2 1 1 1 2 1その他のワムシ

類 otherRotifer 1 1 1 1 0ハT)ナがミシ寸ンコ Daphn

ialongtsptna 2 1 2 1 2 2 2 1 1ゾウミシやンコ BosminalongtT.OStris 193 250 4

25 391 604 759 986 798 690 451 555巾げげケンミシサンコAcanthodiaptomuspacificus I

0オナがケンミシ寸ンコ Cyclopsuicinus l l b
カイアシ類幼生 copelaⅣae 8 26 19 26 15

9 9 10 9 5 14種数 5 7 8 7 6 7 6 10

6 6■ 7<30m鉛直びき>調査定点 (st.) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平

均沈澱量 (ml) 1.0 1.4 1.6 2.6 2.4 2.6 2.0 2.6 2.0 2.0 2.0動物プランクトン

ZooPlanktonイケツJオヒやムシ Ceratiumhirundinella

1 1 1 2 1ユ-ドけ属のl種 Eudorinasp. 13 7 9 17 37 18 18 33 24 8 18コげ トカメノコウワムシ Keratellaquadrata 1611272543944074 4671 4220 3051

23412294 3353 3273ミツウデワムシ FiliniatermiTWlis

3 7 11 4 8 4 4 1 2 4ハネガ ワムシ Polyarthrauulgaris 7 24 2

1 13 13 24 3 9 12 9 14その他のワムシ類 otherRoti

fer 18 38 20 20 43 31 35 37 22 30 29ハリげ ミゾンコ DaphnialongtspLna 1 1 1 3 1 1 2 1ゾウミシ○ンコ BosminalongLrOStrisやげ げ ケンミシやンコAcanthodiaptoTnuSPaCificusオナがケンミシ○ンコ Cyclopsuicinus 303 225 423 595 660 868 835 698 877 3963 4 6 1

1 6 6 1 5 5884カイアシ類幼生 copelaruae 26 43 40 4

8 37 57 29 40 28 25 37種数 8 8 8 9 9 9 10 9 8 10 9

調査定点 (st.) 5 6 10 平均

沈澱量 (ml) 0.7 0.9 0.7 0.8ZooPla止tonCeTlatiumhiT.undiTWlla 2 1

EudoT.iTW SP. 22 21 33 25

Keratellaquadrata 42

63 4196 3840 41(X)Fil

iniateT.Tninalis 6 5 15 9PolyarthrauulgaT.is 5 6 4 50therRotifer 27 48 18 31DaphnialongLSPtna 1 0

BosTninalongtrost

T.isAcanthodiapto

TnuSPaCirwusCyclopsui

cinus 479 766 4326 10 10 5599copelar

vae 48 40 35 41種数 9

8 9 9<40m鉛直びき>調査定点 (st.) 5 6 10 平均

沈澱量 (ml) 2.6 2.6 2.0 2.4

ZooPlanktonCeTlatiumhiru

ndiTWlla 1 0Eudorin

asp. 16 16 18 17Kerate

llaquadTlata 5348 4003 3605 4319FiliniaterTninalis 4 1 5 3Polyarthrauulgaris 1

5 7 3 8OtherRotifer 55 35 12



表17 +和田湖において確認された魚類

科 名 標 準 和 名 学 名 十和田湖における呼称 再生産の有無 放流年*

傍 .考ウナギ科 ウナギ Anguillajaponica 無 放流記録あり,1955,1

971年に採捕記録あり*キュウリウオ科 =l:A9II=カ■繁華≡ HypomesustranspaciPcusniponnensisわかさぎ 有 1925 最も個体数
の多い種,1982年から急激に増加**アユ PlecoglossusaltivilisaLtiui

lis あゆ 無 1945 放流記録あり*サケ科 シ□マス (コクチマス)Coregonus
sp.? いわな,あめます 無 1929 放流記録あり*イ ワ華 Sal

velinusleucomaenis 有 1890 稀に漁獲されるアメマス SaluelinusleucoTnaenisle

ucomaenis いわな,あめます 秦 19(X)1919 放流記録あり*カワマス

Saluelinusfontinalis 放流記録あり* サクラマスと誤認の可能性ありイトウ HuchoperTTL いとう 可能性低い I1991年遊漁者により釣獲,2(X氾年さし網にて採捕 (計2個体)

ブラウントラウト SaLmotrulta 可能性低い 2(X氾年10月さし網にて採捕 (1個体)ニジマス OncoT.hynchusmyklss さく

らます,かわます (産卵期)ひめます,ひめ,きら,おやます 無 放流記録あり,1973年採捕記

録 (アルビノ)あり*Oncorhynchu'smasou耶aSOu 有無
1904- 漁業権内容魚種,毎年放流ヤマメ OncoT.hynchusmasouTnaSOu 1
977 放流記録あり*ニッコウマス (アマゴ)OncoT.hynchusmaso

uishihawae? 1901 放流記録あり*ベニザケ OncorhyTWhusner
hanerka 有 1929 放流記録あり*セ凍マ.*=

Oncorhynchusnerkanerha 1903- 漁業権内容魚種,毎年放流サケ

Oncorhynchusketa 無 1905 放流記録あり*ヒメサケ 0.ketaXO.nerha 無 1968 ヒメマスと

サケの人工交雑種,放流記録あり*コイ科 ウグイ 7ナibolodonhakonensis こ

い 不明 1884-- 放流記録あり,1975年採補記録あり*,稀に
漁獲される(聞き取り)アプラハヤ Phoxinuslagowski 不明 2(X氾年10月ふ くべ網にて採捕 (1個体)

Cyprinuscarpto 可能性有 漁業権内容魚種,毎年放流=!#:.才#+= Cat.aSisiqSau

T.atuSlangsdoTfLi ふな 可能性有 不明1892 漁業権内容魚種,毎年放流
ゲンゴロウブナ Car.aSisiuscuuieri 1986-1988年頃採捕記録あり(時乱 個体数等詳細は不

明)…キンギ∃ Car.aSisiasauratus 可能性低い 放流記録あり,'78年採捕記録あり*タイリクバラタナゴRhodeusocellatusocellatus 199

6年6月ふ くべ網にて採捕 (数個体)ドジョウ科 謙 ジヨ敷 Misgurnusanguillicaudatus

どじょう 有 1975年採捕記録あり*,ふくべ網で稀に漁獲されるナマズ科 ナマズ Silurusasotus 無 放流記録あ

り*カジカ科 カジカ Cottuspollux- かじか 不明 深浦記録あり*,現在は (少なくとも湖内では)確認できずサンフィッシュ科 オオクチバス MicT.OPteT.uSSalTnOidessalTTWides 可能性低い 1997年さ

し網にて採捕 (1個体)トゲウオ科 芳 ■≡h::I-bp GasleT.OSteuSaCuleatus とげうお (総称) 有 1979年採捕記録あり*,ごく普通に認められる紘 _i湧泉 トミ轟讃 Pungituispung
itius とげうお (総称) 有 1978年採捕記録あり*,普通に認められるトミヨ Pungituissl

nensis 1975年採捕記録あり*イバラトミヨと誤認の可能性ありハゼ科 ヨシノポリ類 Rhinogobiussp(p). はぜ (総称),かじか (総称) 不明有 採捕記録あり*,現在は確認できずチチブ
升identigeT.Obscurus 996年4月ほか記掛**あり,ヌマチチプを誤認したもの

と思われる刀.identige1.bT.eVLSPlnis 1978年採捕記録あり*,ごく普通に認められるChae
nogobiu台urotaenia はぜ (総称),かじか (総称) 有 1978年採捕記緑あり*,ごく普通に認められるChaen

ogobiuslaeuis はぜ (総称),かじか (総称) 有 ふくべ網で稀に漁獲される網掛けされた12種は容易に確認できる種 *:｢十




